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  令和４年４月１６日 

 

第 61 回春季北海道高等学校野球大会 

新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン 

  

北海道新聞社 

北海道高等学校野球連盟 

 

 1. 基本方針  

   以下を基本として新型コロナウイルス感染防止対策を講じる。  

(1) 日本高等学校野球連盟が委嘱した専門医からの知見、助言  

(2) 政府、行政からの方針、対応  

(3) 他団体の示す各種ガイドライン、対応マニュアル  

(4) 昨年来、開催してきた各種大会での経験、実績、上記(1)から(4)を踏まえて以下①から

⑦の項目を実践する。  

① ３つの密（密閉、密集、密接）を徹底的に回避する。  

② 大会関係者､チーム関係者に対して毎日の検温および体調チェックを実施する｡  

③ こまめに手洗い、手指消毒を行い、咳エチケットを徹底する。  

④ 本ガイドラインにおいて、特段の定めがない限りマスク着用を行う。  

⑤ 大会関係者、チーム関係者は２週間前から行動歴を記入し、感染者が発生した場合に

備える。  

⑥ 大会本部は事前に大会開催計画、方針について、行政や当該衛生部局とあらかじめ協

議し、不測の事態に備える。  

⑦ 関係者（大会関係者、参加校関係者、観戦者）から感染の有無について出来る限り情

報を収集し、効果について検証するよう努める。  

  

 2. 観客の入場について  

  観客の入場について、有観客とするが、開催地の感染状況を踏まえ、無観客試合とする

こともある。大会開催にあたっては、本ガイドラインのほか、行政が定めるイベント開催に

関する事項を遵守する。観客収容の上限は行政が定める上限人数と球場収容率の定めによる

ものとする。大会期間中に行政の指針が変更された場合、上限人数を変更することも可とす

る。 

 

 【無観客試合】無料試合として、一般の観戦者は入場不可とする。  

  スタンド利用  学校関係者の入場  

Ａ  ×  試合でベンチ入りする参加校関係者のみ  

Ｂ  〇  ベンチ入り以外部員のみ入場可  

Ｃ  〇  ベンチ入り以外部員と保護者等入場可  
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 【有観客試合】有料試合  

  スタンド利用  学校関係者の入場  一般観戦者  

Ｘ  〇  ベンチ入り以外部員、保護者入場可  ×  

Ｙ  〇  
ベンチ入り以外部員、保護者、ＯＢ会、後

援会、一般生徒可  
×  

Ｚ  〇  
ベンチ入り以外部員、保護者、ＯＢ会、後

援会、一般生徒可  
〇  

   

3. 主催者としての対策  

 ＜事前＞  

(1) 大会関連行事（運営委員会など各種会議）はリモートでの実施も検討し対策を講じる。  

(2) 抽選会、開会式は全校、全員での参加を求めるものではなく、代表参加やリモートなど

を検討する。 なお、全校、全員参加とする場合は３つの密を回避して実施する。  

 ＜大会中 ～全般～＞  

(1) 球場内、外に消毒液を設置し、手指消毒を励行する。  

(2) ダッグアウト周辺およびトイレはこまめに消毒する。  

 ＜大会中 ～観客へ向けてのアナウンス、ビジョン表示～＞  

(1) 大声を出さない、マスク着用、ソーシャルディスタンスを取るなど新型コロナウイル 

ス感染防止対策を促すアナウンス、ビジョン表示を行う。   

(2) 観戦終了後に自分の座席位置を確認できるよう入場券に自身の座席番号をメモすること

やスマートフォンで座席位置を撮影することを促し、最低 14 日間は自身の座席番号が

確認できるようアナウンスする。  

(3) 接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡ）などのインストール、活用を促す。  

(4) 観客が感染者となった場合に備え、大会中は大会本部、大会後は北海道高等学校野球連

盟事務局まで電話連絡を入れてもらうよう促す。  

  

4. 参加校の対策  

 ＜移動＞  

(1) 試合会場へ移動の際はマスクを着用し、会話を控え、手指消毒を励行する。  

(2) バス移動する場合は適宜換気を行い、人と人との間隔を空けて座ることとする。 

公共交通機関の場合は混み合う時間帯をなるべく避けるよう注意する。  

(3) 移動中や試合会場で食事を行う場合は、人と人との間隔（できるだけ２m 最低１m）を

空け、対面になることを避ける。  

(4) 宿泊は極力控えることとし、やむを得ず宿泊する場合も３密回避やマスク着用など感染

対策を講じる。その場合、不要不急の外出は行わず、外部との接触は極力避ける。  

 ＜球場入場時＞  

(1) チーム関係者は起床後検温、体調チェックを行い、その結果を責任教師は体調管理チ

ェック表に記載したうえ、球場到着後、大会役員へ提出する。起床後あるいは球場入

場時に 37.5℃以上の発熱や体調不良（倦怠感、呼吸困難など）が発生した場合は、

球場への来場、入場することを禁止し速やかに医療機関を受診する。その場合、責任

教師は速やかに大会本部まで連絡する。  
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 ＜試合に関して＞  

(1) 球場内には消毒液を設置してあるので、適宜手指消毒を励行する。  

(2) ウォーミングアップ時、選手のマスク着用は義務付けない。ただ、球場外でウォーミン

グアップをする場合は、マスク着用をすることが望ましい。  

(3) 試合開始前、終了時に整列する際、選手は手を腰に当てて、隣の選手とぶつからない程

度の距離を空けて挨拶を行う。試合終了後の校歌斉唱時も同様とする。なお、相手チー

ムと握手などは行わないこととする。  

(4) 円陣を組む時など、密集にならないよう注意し、一定の距離を保つ。また試合中、マウ

ンド上で集合する際はグラブを口に当てることとする。  

(5) 試合中、素手によるハイタッチや握手を控えることとし、自身の目、鼻、口なども触ら

ないようにする。  

(6) ダッグアウト内では密集にならないよう、出来る限り人と人との距離を一定間隔に保

ち、ペットボトルやコップなどの共用は避ける。  

(7) 責任教師、監督、記録員、控え選手は熱中症対策を十分に講じたうえで常に不織布マス

ク(白)を着用する。出場選手もベンチ内ではマスクを着用する。ベンチ入り前、試合終

了後は全選手マスクを着用する。バットボーイ、コーチャーもマスクを着用する。 

(8) マスクを正しく着用すること。鼻を出す、顎マスクなど、マスクをずらして指示、声援

を送ることは自粛する。指導者(監督・責任教師)用としてメガホン各 1個の持ち込みを

認める。選手の使用は認めない。 

(9) チームの共用用具として考えられるもの（バット、ヘルメットなど）に関しては、こま

めに消毒を励行する。  

 ＜試合後＞  

(1) 大声での校歌斉唱は控える。  

(2) 次の試合の出場チームとの入れ替え時における接触を避けるため、速やかにダッグアウ

トを空ける。  

(3) 大会役員の誘導により定められた動線にしたがい必要に応じて取材対応を行う。  

(4) 取材終了後、速やかに帰校あるいは帰宅する。  

  

5. 大会関係者（役員、運営委員、審判委員、スタッフ）  

 ＜移動＞  

(1) 移動の際はマスクを着用する。公共交通機関を使用する場合は、混み合う時間帯をなる

べく避けるよう注意する。  

 ＜球場入場時、球場内＞  

(1) 起床後検温、体調確認を行う。その際、37.5℃以上の発熱や体調不良（倦怠感、呼吸困

難など）が発生した場合、来場は禁止する。  

(2) 球場内、外に設置する消毒液でこまめに手指消毒を励行する。  

(3) 球場内は常にマスクを着用する。  

(4) 球場内で食事を行う場合は、人と人との間隔（できるだけ２m、最低でも１m) を空け、

対面になることを避ける。  

 ＜審判委員＞  

(1) 球審は試合中、マスク着用かマスクシールドを使用すること。塁審もマスクを着用し、 

色は黒、グレー等で統一することが望ましい。表面に商標があっても構わない。 
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6. 一般入場者、学校応援者について  

 【一般入場者、学校応援者共通】  

 ＜入場制限＞   

 次に該当する方の球場への入場を禁止する。  

(1) 球場入場時、非接触型検温器で検温を実施し、37.5℃ 以上の発熱が認められた方。  

(2) マスク非着用の方  

(3) 過去１週間以内から来場時までに下記①から③のいずれかを含む体調不良のある方。  

① 強い倦怠感  

② 喉、咽頭痛、息苦しさ等  

③ 味覚・嗅覚異常などの異変がある  

(4) ＰＣＲ検査陽性歴があり、次の①から④のいずれかに該当する方  

① 有症状者では、発症日から 10 日未満、なおかつ、症状軽快後 72 時間以内  

② 症状軽快後 24 時間経過から 24 時間以上の間隔を空け２回のＰＣＲ検査で陰性を確

認できていない  

③ 無症状病原体保有者では、陰性確認から 10 日未満  

④ 検体採取日から６日間経過後、24 時間以上の間隔をあけ２回のＰＣＲ検査陰性を確

認できていない  

(5) 濃厚接触者として自宅待機中の方  

(6) 家族が濃厚接触者として自宅療養中の方  

(7) 家族に上記(3)の体調不良者がある方  

(8) 海外から帰国（日本に入国）して 14 日以内の方  

 ＜球場入場時＞  

(1) 入場する際は接触確認アプリ（ＣＯＣＯＡや行政のアプリなど）のインストールを促す。  

＜球場入場時＞  

(1) チケット裏面に氏名、連絡先など記載し、指定の箱へ入れて退場してもらう。  

 ＜観戦中＞  

(1) 大声を出して声援を送る、合唱することは控える。  

(2) ハイタッチや得点時に座席の上に立つ、１ヶ所に集まる行為は控える。  

(3) マスクの着用、咳エチケットを遵守し、球場内設置の消毒液で手指消毒を励行する。  

(4) 入場者に上限を設ける際はソーシャルディスタンス（最低でも隣の観客との間隔を１席

空ける）をとって観戦する｡  

(5) 座席番号の記録徹底の呼びかけを行う。有観客試合で開催することにしても､自由席が

想定されるため、ゾーニング（ネット裏、１塁側、３塁側、外野などローピング）を行

うことが望ましく、観戦者には席や座席番号をスマートフォン等でカメラ撮影し記録す

ることを促す。あるいは、入場券に座席番号を記入し、自分の座席位置を確認できるよ

う、入場券を最低 14 日間保管するよう促す。  

(6) 着席後、球場内は目的地（トイレ、売店など）を決めて移動することとし、球場内の不

必要な回遊を避けるよう求める。  
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【学校応援者】  

 ＜人数＞  

  (1)  引率教諭は当日、体調管理チェック表と応援団入場願｢様式 33｣もしくは団体入場願

「様式 34」を入場前に大会本部へ提出する。  

 ＜移動＞  

(1) 来場の際、移動中はマスクを着用し、手指消毒を励行する。  

(2) バスの移動では適宜換気を行い、人と人との間隔を空けて座ることとする。 

公共交通機関の場合は混み合う時間帯をなるべく避けるよう注意する。  

(3) 移動時や球場内、外で食事を行う場合は、人と人との間隔（できるだけ２m､最低１m）

を空け、対面になることを避ける。  

 ＜観戦中＞   

(1) ブラスバンドの入場に関しては、別に定める「ブラスバンド入場に関するガイドライ

ン」を遵守することを条件とし、感染状況に応じて各支部長(学校長)で判断することと

する。  

(2) 応援に関しては、大声を発する応援は行わず、拍手、声援での応援を基本とする。な

お、球場内へメガホンの持ち込みは可能であるが使用する際は声を出さず叩くのみとす

る。また、太鼓の持ち込みは１個までとする。  

    応援リーダー、チアリーダーについても入場は可とし、ソーシャルディスタンスをとる 

ことや大声を発しないなど、本ガイドラインを遵守する。  

  

7. メディア関係者 

(1) 取材に関わるすべての方は、マスク着用の上、受付で記帳し、検温と手指消毒を行う。

体調不良の方は入場をご遠慮いただく。 

(2) 球場では自社腕章や記者証を着用する。 

(3) 「3 密」回避のため、記者席は各社 1 名を原則とする。記者席内で席がなく立った状態

での取材はお断りする。席がない場合はスタンドへ移動する。 

(4) カメラマン(専属)は記者席内での撮影は禁止。カメラマン席またはスタンドから撮影す

る。 

(5) 球場内への出入りを極力減らすよう協力願う。 

(6) ロビーでの打ち合わせは短時間ですませる。 

(7) 試合前の取材は球場外、スタンドに限らずすべて禁止とする。ただし、TV 中継局のア

ナウンサー、解説者のみ監督取材を許可する。 

(8) 試合後の取材場所、方法は各支部大会、北海道大会指定場所で実施する。 
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8. 感染者が発生した場合の対応  

 【大会関係者、チーム関係者】  

(1) 大会前、大会中に大会関係者、チーム関係者から感染者や濃厚接触者が発生した場合、

別紙の「大会前、大会中に関係者から感染者が発生した時の対応について」を参考に対

応する。  

 【一般入場者、学校応援者】  

(1) 球場で観戦後、14 日以内に感染者となった場合、観客から大会中であれば大会本部､大

会後であれば北海道高校野球連盟事務局まで連絡をしてもらう。  

(2) 主催者は試合会場となる球場とも情報共有し、保健所の指示に従い、ホームページで感

染者発生の情報発信や周辺座席で観戦した観客への連絡など然るべき措置をとる。  

  

9. 参加校の大会参加可否の判断基準  

(1) 大会中、参加校から感染者ならびに感染の疑われる者（濃厚接触者）が判明した場合、

参加校責任教師から情報収集（感染者数、行動歴、保健所の指示内容）に努める。  

(2) 当該校は感染者、感染が疑われる者の人数や行動歴、保健所の指示を踏まえ､当該校校

長が参加の可否を判断する。  

(3) 主催者は参加校校長の判断を尊重し対応する。しかし、当該校の感染状況（部内での集

団感染や集団感染が予見されるなど）によっては出場を差し止めることもある。  

(4) 参加校から感染者や感染が疑われる者が発生した場合、大会日程を繰り下げることで当

該校の大会出場が可能な場合は運営委員会で検討することもある。その場合、同一回戦

の日程内で日程変更を検討することを原則とする。  

(5) 25 人の登録選手から感染者や濃厚接触者が発生した場合、25 人の登録選手内で対応す

る。また、大会中であれば当該選手のベンチ入りを認めない。当該選手が隔離期間の終

了などが確認できれば、次戦からベンチ入りすることは差し支えない。 

  

10. 支部大会終了から北海道大会までに代表校から感染者、感染が疑われる者が発生した際

の対応  

(1) 万が一、代表校関係者から感染者、感染が疑われる者が発生し、北海道大会にチームと

して出場できなくなった場合は、代表校の差し替えなどはしない。  

  

11. 地方大会終了後の健康観察  

(1) 大会関係者、参加校チーム関係者は支部大会、北海道大会を終えた後、14 日間以内に

新型コロナウイルスに感染した場合、あるいは感染が疑われた場合は速やかに当該都道

府県高校野球連盟に書面にて報告する。  

  

以 上  


